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社会学部における初年次教育の取り組み
―「基礎演習」を中心として―
森 康 俊（社会学部・副学部長（教務担当））
要 旨
本稿は、関西学院大学社会学部における初年次教育、特に「基礎演習」の取り組
みについて、社会学部内外に報告することを目的とする。社会学部では、2009年度
から基礎演習の担当教員を専任教員から若手非常勤教員に変更した。教科書、各回
の教授内容、図書館オリエンテーション、評価方法、スタイルガイド、リポート講
評様式などを標準化し、「どのクラスでも同じことが学べる」体制を確立した。さ
らに2014年度入学生から本格的な入学前教育を実施、リポート提出方法も LUNA
によるものとした。2016年度入学生からの新しい教育課程では、年春学期・秋学
期の学期の開講とすることが決定している。
はじめに
本稿は、社会学部における初年次教育科目（「キリスト教学Ａ・Ｂ」「言語教育科目（必修）」「基
礎演習」「社会学リレー講義Ａ・Ｂ」からなる）の取組を整理し、学部内外に紹介することを目
的とする。具体的には、2009年度入学生からの教育課程における取り組みを中心に、すでに教授
会決定している2016年度入学生からの新しい教育課程における初年次教育の変更点（「基礎演習」
の学期開講、「社会学入門Ａ・Ｂ」の開講）についても紹介する。
1. 社会学部の基礎演習
1. 1 歴史的背景
本学では各学部が「基礎演習」の名称の科目を開講している（文学部「人文演習Ⅰ・Ⅱ」、商
学部「商学演習」を除く、理工学部は担任を置く）。このような大学年生向けの小人数・演習
形式の授業は、現在ではほとんどの大学に設置されている。教職員にとっても、学生にとっても、
大学教育において広く認知されている授業科目である。本学の場合、その出発点を探ると、大学
紛争に り着く。関西学院大学社会学部三十年史編集委員会（以下、編集委員会）が1995年に刊
行した『関西学院大学社会学部三十年史』に私たちの諸先輩の記録がある。それによると、社会
学部の1970年（昭和45）年度カリキュラム原案には、・年度に「人文演習」・「社会演習」を
開講し、必修科目とし、このつをあわせて「基礎ゼミ」（または「基礎演習」）と呼称すること
が記されている。また「基礎演習」導入の理由を以下の通り、まとめている。
小集団教育（基礎演習）の導入が1970（昭和45）年になされたことにはつの大きな理由
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がある。
①従来の大講義方式では、時代の進展、科学の発達に対応することができなくなってきてお
り、小集団の教育により教師と学生の討議により研究をすすめることが必要となってい
る。
②教員と学生の意志伝達を円滑にすること、とくに、研究演習に所属していない・年生
と対話し、学生を掌握するために必要である。
これらの理由は、1969（昭和44）年の大学紛争と深い関わりがあり、また、「基礎演習」
を小集団教育として導入する問題は、紛争の真只中で討議、審議され、実現された。小集団
教育の重要な柱として新設された「基礎演習（人文演習・社会演習）Ⅰ・Ⅱ」は当初、1970
（昭和45）年度発足当時、クラス約40名以下で始まり、その後、さらにクラス25名以下
に改善された（編集委員会 1995：217）。
一般に東大紛争や日大紛争ほどその内実を知られているわけではないが、本学も学費値上げ問
題などを発端に、学生によるストライキ、糾弾、学内占拠が行われ、その闘争は苛烈を極めた。
収束後の大学改革、特にカリキュラム改革の中心として位置づけられたのが、「総合コース」や
「基礎演習」の設置であった。
1. 2 基礎演習の役割
「基礎演習」には、前述の歴史的背景から学生一人一人の把握という役割がある。現在でも、
私立大学の中には高等学校までと同じようにクラス担任制をとる大学もある。学部は、厳密に狭
い意味の学修上の相談だけではなく、学生自身の家庭環境、心身の状態、学修以外の大学生活一
般などの相談を受け、必要に応じてアドバイスを伝える必要がある。年以上の「研究演習（ゼ
ミ）」履修者であれば、学生と普段から向き合うことのできる専任教員が大学や学部と学生の間
に入り対応することが可能であるが、・年生にはその役割を担う専任教員がいない。そこで、
各大学はクラス担任制をとるか、本学のように「基礎演習」担当教員にその役割を期待するとこ
ろとなっている。この意味で、「基礎演習」の主要な役割は、学生の修学状況の把握にあると言っ
ても過言ではない。大学紛争収束の局面で使われた「学生の掌握」という言い方は、その対象が
政治的態度や学生活動の実態からメンタルヘルスや不登校のような心配ごとに内容が変化して
も、大学側、学部側の目的と意図は変化していない。後述するように、「基礎演習」の学問上の
役割と機能は、アカデミックな営みの導入であり、スタディスキルズの修得にあるが、設置して
いる大学・学部にとっての役割は、学生の状況の把握である。
2. 2009年度入学生以降の教育課程における初年次教育
2. 1 専任教員全員担当から若手非常勤教員へ
社会学部では、2006年から新学科設置の動きがあったが、最終的に不首尾に終わり、社会学科
学科（定員650名）の体制で2009年度から新しい教育課程がスタートした（関西学院大学社会
学部設立50周年記念事業委員会 2011：94-97）。現在まで続く、このカリキュラムにおける初年
次教育の特徴はつである。つは、「基礎演習」担当教員を専任教員全員から、本学社会学研
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究科修了生を中心としたポスドクレベルの若手非常勤教員中心に変更したこと、もうつは、従
来は専任教員名で担当していた「基礎社会学」を専任教員の回講義のリレー形式で行う「社
会学リレー講義Ａ・Ｂ」へと変更したことである。
教育課程の変更では、専任教員の責任時間の枠内で学部教育への貢献と負担を調整しながら行
う必要がある点が最も難しいところだ。2009年の改編では、年生春学期に専任教員がクラス
担当していた「基礎演習」を年生春学期に開講する「インターミディエイト演習」へコマ変更
することを行った。また、「基礎演習」の最重要の教授項目を「リポートの書き方」と明確に位
置づけた。このため、「基礎演習」は修士論文や博士論文執筆に実際に苦労した若手教員の方が、
年生に教える動機と技能を有しているのではないかと判断したのである。教授会では、これに
対して、「本当に大丈夫か、やはり専任教員でないと責任を果たせないのではないか」という危
惧や異論が出されたが、皆、お互い責任時間の範囲内で学部に貢献し、全体として可能な限り良
いカリキュラムを作り上げるために、最終的には了解された。
負担の問題は、「基礎社会学」についても同じである。この科目は「キリスト教学」と同じく、
入学者の約半数350名ほどに対して、社会学の基本概念、歴史、方法などを教授するもので、履
修者数、授業運営の観点から単独の担当教員にかかる負担の大きさが従来から問題となってい
た。そこで、当時メディア文化を担当する教員同士が行っていた輪講形式の授業を社会学部全体
で構成することで、年生に社会学のさまざまなテーマに興味を持って貰い、さらに各担当教員
の「研究演習」（ゼミ）の案内にもなるようなものにしょうというアイデアが浮上した。結果、
一人の若手・中堅専任教員にかかっていた負担を学部全体で分かち合うことになった（この方式
の再検討の結果についてはで述べる）。
以上の通り、2009年度入学生からの教育課程においては、「基礎演習」を若手非常勤教員に担
当してもらうこと、必修の社会学入門科目を輪講形式に変更することが初年次教育に係る大きな
変化であった。
2. 2 クラス編成上の工夫
2009年度入学生以降の教育課程における「基礎演習」の開講ならびに運営について詳しく見て
いく。専任教員全員が担当する科目から若手非常勤教員に変更することは、既に述べたが、実際
には、専任教員名（コンビーナとサブコンビーナ）が「基礎演習編成会議（以下、編成会議）」
を運営し、非常勤教員とともに原則、標準化された要領のもとに授業を展開していくやり方を
取った。従来、専任教員が担当していた「基礎演習」は、教員各自の個性を活かし、運営されて
いたため、学生にとってはどのクラスに入るかで何を教わるのかに大きな違いがあったのであ
る。社会学部はこのやり方で「どのクラスに入っても、学習内容は同じ」仕組みへと舵を切った
のである。そのため、非常勤教員には、開講前に「授業要領（手引き）」が担当教員全員と担当
事務職員からなるメーリングリストで共有された。学期中も回、授業終了後に約時間の会議
を持ち、授業に関わるさまざまな案件を検討した。初年度はこの会議に伴う業務負担が非常勤教
員には超過ではないかとの意見も出たが、授業の主旨に鑑み、全員の理解を得て現在に至ってい
る。
クラスの編成については、当初は第外国語のクラス編成に対応したものとなっていた。つま
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り、あるクラスは全員フランス語履修者からなるクラスである。これは、専任教員全員が担当し
ていた時代からの名残である。この結果、年生は「英語Ａ・Ｂ」、「英語表現Ａ・Ｂ」のコマ、
「第外国語」コマに「基礎演習」と合計コマで同じクラスメイトとの学習となる。このこ
とにはメリット／デメリットが当然ある。大学での生活時間が長いため友人関係を構築しやす
く、お互いの情報交換も密になるメリットがある反面、特定の狭い集団での学生生活を固定化す
るデメリットもある。このため、次の段階の措置として、「基礎演習」では「第外国語」の履
修者が分布に応じてクラス内に混在する編成にした。このことで他の語種を学ぶ学生と友人関係
を結ぶことが可能になった。
さらに、入学定員の関係上高等部からの進学者が各クラスに名程度いることがあり、どうし
ても高校までの友人関係に依拠した行動が目に付くことがあった。これをきっかけとして、高等
部、継続校、協定校、提携校など推薦入学組では同じ学校出身者が各クラスに名となるよう編
成した。このことは、留学生にも当てはまる。従来は学部側の配慮で同じ出身国の学生を名以
上配置する措置をとっていたのを、同じ出身国の学生が複数名いないように編成するようにし
た。わかりやすく表現すると、同じ高校出身者同士で「つるむ」ことを避ける、同じ出身国同士
で「依存」することなく「自立」してもらいたいという意図を明確にしたのである。
スポーツ推薦入試についても同様である。社会学部では毎年約30名をこの種別で受け入れてい
るが、他の入試種別に比較すると入学後の成績に有意な差があることが明らかとなっている。ス
ポーツ推薦入試の入学生も各クラスに名となるよう編成した。こうした取組は、現在ではピ
ア・エデュケーション、ピア・サポートの文脈の中で理解されるようになってきている。
「英語」クラスは、2012年度入学生からプレースメント・テストによるクラス編成を実施して
おり、「第外国語」「基礎演習」のクラス編成とは独立に決定されることになった。これにより、
社会学部では現在、「基礎演習」、「英語」、「第外国語」とつの小集団が年生にとって、友
人関係構築の母体となっている。このことの影響・評価はまだ途中であるが、「基礎演習」担当
教員の意見聴取からは、少数の学生が既存の人間関係に閉じこもり、クラス運営や授業展開に否
定的な影響を及ぼすことはなくなったと概ね好意的に受け止められている。学生も「基礎演習の
友だち」、「英語の友だち」、「フラ語の友だち」などと使い分けているようである。
2. 3 図書館オリエンテーション
2009年度入学生からの「基礎演習」では当初から大学図書館と協力しながら、図書館オリエン
テーションを授業内に実施している。大学図書館から派遣いただく講師数に限りがあるため、社
会学部では週目、週目、週目にクラスを分けて実施している。主な講習内容は、大学図書
館の意味、基本的な機能、OPAC の使い方、その他データベースの利用などである。実際のハ
ンズオンの講習では、社会学部生向けの検索語や検索サイトを要望し、大学図書館に配慮いただ
いている。
また、社会学部の独自の教授内容として、まず図書と雑誌にはどのようなものがあるかという
ことのレクチャーがある。一昔前であれば、このようなことは必要がなかったものかもしれない
が、現在の年生には、例えば「新書というのは、どのような特徴と役割をもった本であるのか、
同じ新書でも出版社によって、評価や体裁、具体的な内容がこれほど違うのはなぜか」といった
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ことを説明し、考えさせることが求められている。また、学部レベルの教科書として刊行されて
いるものと、専門家向けの研究書の読み進める上での困難さの違いを体感することも必要であ
る。「基礎演習」の課題で、書誌情報の取り扱いについて教えた後に、「興味のある本を〈背取り〉
で冊借り出してきなさい」という課題を与えると、意外と非常に古くて内容が使いものになら
ない本や学術書とはとてもいえない一般書・ビジネス書を借り出してくる学生も多く、まず初学
者が参照すべき本というものがどのようなものか、学生に理解されていないこともよくわかって
きた。雑誌についても事情は同じで、図書と雑誌はそれぞれどのようなジャンルがあって、どの
ような役割をもっており、社会的にどのような評価をされているのかを伝える必要がある。こう
したアカデミックな場所では当たり前とされてきた共通の認識がすでにまったくないことを前提
に、初年次教育の教材は構成されなくてはならないことは、今後も引き続き課題である。
2. 4 教科書の統一
2009年度入学生からの教育課程で、「基礎演習」全クラスに教科書として採用したのは以下の
図書である。
2009年度〜2012年度
戸田山和久，2002『論文の教室』日本放送協会出版
2013年度〜2014年度
佐渡島紗織・吉野亜矢子，2008『これから研究を書くひとのためのガイドブック』ひつじ書房
2015年度
南田勝也・矢田部圭介・山下玲子，2011『ゼミで学ぶスタディスキル』北樹出版
『論文の教室』は、問いを立て答えを導くプロセスの解説がうまく展開されている点、対話形
式、判型がコンパクトな点、著者の専門領域である科学哲学や論理学の入門書にもなっている点
を評価して、数年間採用した。『これから研究を書く…』は大学院生も対象にした日本語による
本格的なアカデミック・ライティングの教科書であり、大学年生には高度な内容も含まれてい
ること、全てを授業時間内で説明できないことを了解した上で、日本語を学術的に書くとはどの
ようなことかが上手く説明できているところを評価して年間採用した。
しかしながら、書くこと自体の問題が社会学部としてのスタイルガイドの確立など一定の成果
を得たこともあり、リポート以外の発表やレジュメ作成方法の教授というニーズも満たす必要性
から『ゼミで学ぶ…』を2015年度採用する予定にしている。社会学部の「基礎演習」として達成
出来ていないこと、それは「基礎演習」のオリジナルの教科書である（経済学部はリポートの書
き方を制作、総合政策学部は関西学院大学出版会から教科書を刊行している）。このことは、引
き続きの検討課題としているところである。
2. 5 リポートの書き方とスタイルガイド
「基礎演習」の授業をデザインする立場に立つと、あれもこれも盛り込みたいという欲求に駆
られる。しかしながら、図書館オリエンテーションに回90分授業を充てること、第13週はリ
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ポート提出日、第14週は講評と全体の振り返りということになる。実質的には11週である。何か
に焦点を絞った授業展開をしていくことが必要になってくる。そこで社会学部では、リポートを
書くことに焦点を絞った「基礎演習」を行うことにした。
具体的には、大学に入ってのはじめてのリポートを作成しようということである。そのために
は、内容と形式をあらかじめ学生に提示して、11回程度の授業で完成までもっていく必要がある。
そこで編成会議では以下のような要件を定めた。
(1)「問い」は自分自身の興味関心から来ていること
(2)「問い」に一定の「答え」が出せそうなこと
(3) その「問い」が社会学あるいは社会的な問いであること（逆にいえば、自然科学的な「問
い」と「答え」でないこと）
(4) 説得的な「答え」を導き出せる資料が探せること
(5)「すべき」かどうかという倫理的・規範的な「問い」と「答え」よりは、「社会的事実」を
明らかにすることで、事実を記述することが結論になるようなもの
実際に授業を担当してみると、そもそも学問的な「問い」とは言いがたいものや、自然科学的
なもの、良いか悪いかという倫理的なもの、「問い」は面白いが一定の「答え」を出すのが難し
いものが提案され、担当教員を悩ますことになる。
次に、日本語の文章としての問題がある。背景には国語、作文教育、読書感想文の経験からく
る弊害である。学生は問題設定を自分でするということに慣れていないし、事実関係を記述する
ことと、意見を記述することの区別を意識していない。学術的な文章にふれる機会の少なさが基
盤となる文章力の水準を下げているのは事実であるが、学生に共通する傾向として、文が長す
ぎるために、主述の照応が悪くなることが多い。多くの学生にとって、日本語は母語であるが、
そのため特に反省する意識がないために、ことばに対する雑な取り扱いが目につく。こうした無
自覚さを理解してもらうために、例えば、授業担当教員が自らの論文などの原稿を編集担当者に
校正・校閲を受けているゲラを見せてみる取り組みも大いに役立っている。授業で教えている先
生も、日本語の表現に苦労していると同時に、一番適切な表現を模索し、苦悩している。わずか
単語つのために、いろいろ考えている姿を見せることは非常に説得力があり有効である。学問
的な営みを尊重する気持ちを育むことにもつながる。社会学部の「基礎演習」では、「このよう
に書きなさい」という指導だけではなかなか学生に伝わらないこうした学問的な価値をできる限
り取り扱いたいと考えている。
2. 6 評価方法の問題
「どのクラスで受講しても同じ」ということを目標に掲げるわけであるから、(1)教材の統一、
(2)教授項目の統一、(3)評価方法の統一は必須である。〈どのように教えるか〉は、実際の教員
の裁量、学生との相互作用、教室という現場の雰囲気に左右される。〈何を教えるのか〉は、担
当教員全員で明確にしておきたい。これが基本的な考え方である。25名程度の担当教員に統一の
方針を伝える立場の教員としては、「〈どのように教えるか〉は、皆さんの創意工夫に委ねるが、
〈何を教えるか〉は標準化していきたい」ということを強調してきた。2009年度から、「基礎演習」
の評価は次の項目に基づいて行っている。第回の授業でしっかり説明し、確認させることを
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徹底している。
(1) 演習への出席（30％）
授業の冒頭に毎回必ず明示的に出欠チェックを行い、30点満点で評価する。
欠席が回以上の者は不合格とする。
遅刻回で欠席回とする。
（以上は成績評価をする条件となる。満たさないものは、他の項目で採点可能であっても、L点で不
合格とする）
(2) 演習での発言（15％）
14回全体を通じての参与度を15点満点で評価する。
(3) 演習での小課題（15％）
リポートを除く、全ワークシートの提出及び出来を15点満点で評価する。
(4) リポート（40％）
リポートの提出及び出来を40点満点で評価する。
このリポートの評価についても、「基礎演習リポート講評」（参考資料）のフォーマット統一
しており、担当教員が定量的な評価に加えて、必ずコメント記入し、リポートとともに授業最終
日に返却することにしている。このことの一番の意味は、日本の大学教育においては、卒業論文
を除いて提出したリポートが添削されて返却されることがほとんどないという事実への「対抗」
である。さまざまな FDや教育上の工夫が議論されている昨今ではあるが、このような基本的な
教え／学ぶ取り組みを学生との信頼関係構築の足がかりとしたいという考えが背景にあった。し
たがって、学生には「残念ながら大学では、ほとんどのリポートや試験は戻ってこない。教員は
何とかしたいという思いはあるはずだが、負担のことを考えると諦めている。しかし、「基礎演
習」のリポートは作成段階で〜度添削するし、最終提出物もコメントとともに返却する。だ
から、しっかり取り組んで欲しい」と伝えることにしている。
2. 7 LUNA講習と LUNAでのリポート提出
「基礎演習」の最重要の課題は、学生にリポートの書き方を伝えることである。そのために、
14回の授業を通じて本のリポートを作成する。分量は2500字程度としてきた。原則、最終回14
回は講評と振り返りのための時間として設定しているので、締切は13回目の授業ということにな
る。2013年度までは、紙に印刷しての提出としてきたが、2014年度から提出も本学の授業支援シ
ステム（LMS：Learning Management System）である LUNAでの提出とした。このように社
会学部の「基礎演習」では LUNAの基本操作を学ぶことを含んでいる。実際、社会学部のＢ群
科目（選択必修の専門科目）は履修基準年次が年のものが多く、年春学期から〜科目履
修することが可能であるので、入学当初からさまざまな評価方法に対応することが求められるわ
けである。
また、社会学部では2015年度の「卒業論文」の提出方法を LUNA に pdfファイルで提出する
ことに変更する予定である。これも「基礎演習」で LUNAに馴染んだ学生が進級していった結
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果である。
2. 8 入学前教育
社会学部では、以前から各種入試で高校在学中に比較的早く進路の決まる生徒に、専任教員が
初学者向けに読みやすい新書や文庫をそれぞれ〜冊推薦したものを集めリストにして、配布
していた。しかしながら、実際には読書のすすめであって、実際にどのくらいの生徒がリストの
本を読んだかは不明であった。2014年度入学生から、従来の読書案内から踏み込んで、社会学の
全体に関わる冊の新書の中から冊を選び、社会学とはどのような学問かを考えさせる課題を
出している。
Ⅰ．下記の冊から冊を選び、社会学が「どのような学問であるのか」を考えながら読んで下さい。
読了後、あなた自身が同じ高校の後輩に「社会学とはこういう学問で、経済学や政治学や法学や歴史
学とはこういうところが違う」と説明するような文章を700字程度で記述して下さい。書き手はあな
た自身で、読み手は後輩を想定し、文体は「です・ます」で記なさい。
・竹内 洋 2008『社会学の名著30』ちくま新書
・見田宗介 2006『社会学入門』岩波新書
・好井裕明 2006『「あたりまえ」を疑う社会学』光文社新書
また、「基礎演習」の授業でも大きな教授事項となる事実と意見の区別ということへの意識を
高めてもらうために、次のような課題を出している。
Ⅱ．下記の17冊から冊を選び、特に〈事実（関係）やデータ〉と〈意見や見解〉を区別することに注
意しながら、全体を読んで下さい。
読了後、次の(1)〜(3)の課題に答えなさい。文体は「である・だ」で記なさい。
(1) 著者（ら）が、本の中で一番考えたかったこと（何をどう問題にしたかったのか）を、つの疑問
文で表現しなさい（100字以内）。
(2) 著者（ら）が提示した事実（関係）やデータを800字に要約しなさい。
(3) 著者（ら）が事実（関係）やデータに基づいて、その本で主張したかったことに対するあなた自身
の意見や見解を400字で記なさい。同意する場合や異なる見方をとる場合はその理由を示しながら述
べなさい。
・稲葉陽二 2011『ソーシャル・キャピタル入門』中公新書
・今井芳昭 2010『影響力』光文社新書
・伊予谷登士翁・斎藤純一・吉原直樹 2013『コミュニティを再考する』平凡社新書
・岩田重則 2006『「お墓」の誕生』岩波新書
・岡本真一郎 2013『言語の社会心理学』中公新書
・加藤久和 2011『世代間格差』ちくま新書
・加藤昌男 2012『テレビの日本語』岩波新書
・鈴木謙介 2013『ウェブ社会のゆくえ』NHKブックス
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・盛山和夫 2011『経済成長は不可能なのか』中公新書
・高原基彰 2009『現代日本の転機』NHKブックス
・藤竹 暁 2012『図説日本のメディア』NHKブックス
・日本放送協会放送文化研究所 2010『現代日本人の意識構造・第版』NHKブックス
・本田由紀 2009『教育の職業的意義』ちくま新書
・松本三和夫 2012『構造災』岩波新書
・モース研究会 2011『マルセル・モースの世界』平凡社新書
・湯沢雍彦・宮本みち子 2008『データで読む家族問題・新版』NHKブックス
・若林幹夫 2007『郊外の社会学』ちくま新書
2015年度以降も、リスト対象の新書・選書・文庫の入れ替えを行いつつ、(1)社会学とはどの
ような学問かを考えること、(2)事実と意見を区別しながら読書をすることを全ての各種入試か
らの入学予定者に課している。(1)の出題意図は社会学を法律学や経済学ほど実態的に理解して
いる高校生が少ないこと、高校までの社会科の延長と理解している高校生が多いこと、「幅広く
学べる」という理由づけばかりで社会学の独自性や自律性ということにあまり意識がいっていな
いことをなんとか覚醒させたいとの学部側の問題意識の反映である。
(2)の出題意図は、事実関係をしっかり押さえて、自分の考えや意見を主張することのできる
人材を養成したいということを目的としている。社会学の学びが進んでいけば、やがて「事実と
は何か」というメタレベルの思考に到達してもらいたいことはもちろんであるが、まずは繰り返
しこのような意識をもってもらうことで、社会学的思考の基礎を育みたいと考えている。このよ
うな入学前教育は、社会学部の入試担当と初年次教育担当の共同作業の一つである。提出された
課題は、入試担当事務を通じて、基礎演習担当教員に渡され、授業において参考として利用され
ることになっている。今後は各種入試からの入学生だけではなく、一般入試からの入学生にも
「基礎演習」の中で同じ内容の課題をフォローしてもらう仕組みを工夫することを検討している。
3. 2016年度入学生以降のプログラム
これまで見てきた「基礎演習」と「社会学リレー講義」などの初年次教育の一部は、2016年度
からの新教育課程で内容が見直されることが決定している。「基礎演習」は年春学期の半期か
ら秋学期も開講される。通年科目ではなく、半期科目を回設置する。これにより半期14回の制
約の中で、リポートの書き方に焦点を絞らざるを得なかった教授事項も、プレゼンテーション、
ディスカッションなどにより多くの時間を割くことが可能になる。また、そうした総合的な学び
の期間を経て、年をかけてつのリポートを作成することも可能になる。今後は、学生の「基
礎演習」のリポートと卒業論文の編のアウトプットを吟味することが社会学部の重要なベンチ
マークになる。この意味で、「基礎演習」は「卒業論文」につながっている。2015年度から社会
学部は卒業論文の提出方法を印刷したものを事務室に提出する方法から、pdfファイルを LUNA
に提出する方法へ変更する。あわせて、社会学部開講科目に原則、共通する必要最小限の要件を
定めた「社会学部スタイルガイド（案）」（参考資料）を運用することを検討している。
一方、「社会学リレー講義Ａ・Ｂ」は「社会学入門Ａ・Ｂ」へと変更される。リレー講義は、テー
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マ性、トピック性を重視し、できるだけ多くの専任教員の話に年生でふれることの価値を優先
して取り組みがスタートしたが、年を経て、教員が学生の社会学の基礎知識の欠如を指摘する
ことが多くなった。キーワード、重要人物、学説史などは、輪講形式のテーマ性の高い授業の積
み重ねではやや疎かになりがちである。もう一度、社会学全体の入門となるような年生必修科
目を構築しようという機運が高まってきた。授業だけではなく、キーワードを整理するプロジェ
クトも始まった。「つながる！社会学部キーワード集」である。これは立石裕二准教授が開発し
たデータベースで、現在ではwebで公開されている。キーワードの選定と解題には、専任教員
全員と社会学研究科の学生が携わった。社会学部提供科目のシラバスのキーワードともリンクし
ている。例えば、「エートス」というキーワードがどの授業科目で大事な項目として取り扱われ
ているかがわかる。社会学部の学生であれば、当然知っておいて欲しい基盤を構築するツールと
して、今後、さらに学生に浸透していくことが期待されている。
おわりに
社会学部の「基礎演習」の取り組みを紹介することを通じて、初年次教育で一般化できる論点
について、いくつかの工夫を述べてきた。こうした創意工夫は一つ一つは小さなアイデアに過ぎ
ないが、学年650名が履修する科目で実践することで、学部教育のあり方を大きく変える力に
なり得る。教育課程を改編していく作業は、教員にとって大変な負担であるが、定期的に必要な
「棚卸し」でもある。50年を越える歴史をもつ社会学部の過去の教育課程を参照すると、いつも
新しい発見がある。まさに温故知新である。自らも関与してきたそうした教育課程改編の取り組
みを抽象化して理解すると見えてくるものもある。教育課程＝カリキュラム改編の思考パターン
にはおそらく次のつがある。
(1) 卒業要件や課程表の構造における複雑化／単純化
(2) 必修／選択の次元における縛りの強さ／弱さ
(3) 専門性／学際性の次元における縛りの強さ／弱さ
(4) 段階性の強さ／弱さ
この項目の押し戻しの中で約〜G年ごとの見直しが行われている。学生も変化し、教員集団
も徐々に構成員が変化していく中で、何をどの程度強めるのか、また弱めるのかということの鬩
ぎ合いとして、カリキュラム改編を理解することができるのではないだろうか。社会学部には、
受験生に「幅広い」学びという宣伝文句を活用している手前、そのことをオウム返しに話し、そ
の後、具体的な話が続かない受験生に教員は頭を悩ませている。しかし、そのこと自体は批判す
ることが難しい。そうした傾向にある学生に、法律学や経済学など他の社会科学のアプローチと
社会学の何が決定的に違うのかを年をかけて発見してもらうこと、これが学部にとっての最大
の目標であり、ディプロマ・ポリシーの中核である。
参考文献
関西学院大学社会学部三十年史編集委員会，1995，『関西学院大学社会学部三十年史』関西学院大学社会学部．
関西学院大学社会学部設立50周年記念事業委員会，2011，『関西学院大学社会学部の50年―写真と回想で綴
る半世紀の歩み』関西学院大学社会学部．
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